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リ
ム
リ
ア
は
収
複
祭
で
干
し
肉
を
買
い
‘
鐙
懐
中
の
フ
エ
ン
に
会
い
に
い
く

カ
ッ
チ
ャ
ナ
ラ
を
下
山
し
た
フ
ェ
ン
と
ガ
ル
ン
は
一
時
の
休
息

を
と
る

ダ
7
ス
タ
先
進
軍
の
出
立
に
町
は
わ
き
た
つ
.
中
で
も
目
を

ひ
い
た
の
は
、
銀
の
狩
狐
機
ア
ピ

・
ル
l
パ
だ

す
べ
て
の
陰
謀
の

本
拠
地
で
あ
る
ウ
ル

オ
ゴ
ナ
の
デ
ユ
ラ
ハ

|
ン
を
目
指
す
フ
エ

ン
と
ガ
ル
ン
。
潜
入

し
た
聖
刻
教
の
教
会

で
、
フ
ェ
ン
は
リ
ム
リ
ア
と
再
会
を
果
た
す
が
、
練
法
師
カ
ル
ラ
の
震
に
は

ま
っ
て
し
ま
う
。
二
人
は
、
ヴ
ア
シ
ユ
マ

l
ル
の
仮
面
と
霊
剣
の
力
に
よ
っ

て
な
ん
と
か
危
機
を
脱
し
、
フ
ェ
ン
は
ヴ
ア
シ
ユ
マ
|
ル
の
哀
の
役
割
の
一

端
を
知
る
。

一
方
、
ク
リ
シ
ユ
ナ
は
、
ジ
ユ
レ
を
逮
れ
て
故
郷
に
一
反
り
、
祖

国
ダ
マ
ス
タ
に
攻
め
入
ろ
う
と
し
て
い
る
ウ
ル
オ
ゴ
ナ
の
侵
攻
に
備
え
て
、

ダ
マ
ス
タ
寧
に
参
加
し
て
い
た
:
:
・

。

ドウシャの町て・出会った少女ジュレ・ミィは、フェン

の運命を占おうとするが……

ヂ・

.風のw:を越えようとしたフェン

たちの前に、呪操兵を繰る火の門

-ーのパルサが立ちふさがった

k f アラタシャーについたりムリアの前月マが宅れた

¥¥' 

フ
エ
ン
の
住
む
村
は
収
穣
祭
の
夜
、
突
然
操

兵
集
団
に
襲
わ
れ
、
彼
の
幼
な
じ
み
の
少
女
リ

ム
リ
ア
が
連
れ
去
ら
れ
た
。
彼
は
、
父
の
形
見

の
狩
猟
機
ニ
キ
・
ヴ
ア
シ
ユ
マ

l
ル
を
駆
っ
て

単
身
彼
女
を
探
す
旅
に
で
る
こ
と
に
な
る
。
旅

先
で
フ
ヱ
ン
は
占
い
師
の
少
女
ジ
ユ
レ
、
銀
色

の
狩
猟
機
で
旅
を
す
る
騎
士
ク
リ
シ
ュ
ナ
と
一

緒
に
な
る
が
、
途
中
、

練
法
師
パ

ル
サ
の
襲
怒

あ

に
迎
い
、
強
風
に
よ
っ
て
吹
き
飛
ば

8
れ
二
人

と
は
ぐ
'札
て
し
ま
う
・
・

。
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一
風

が

か

に
砂
い
、
強
風
に
よ
っ
て
吹
き
飛
ば

8
れ
二
人

と
は
ぐ
れ
て
し
ま
う
・

・
。

フ
ェ
ン
と
ガ
ル
ン
は
ウ
ル
オ
ゴ
ナ
か
ら

連
れ
去
ら
れ
た
り
ム
リ
ア
を
追
っ
て
、
滅

亡
し
た
旧
ホ

l
タ
ン
の
聖
都
ア
ラ
ク
シ
ャ

ー
を
目
指
し
た
。
リ
ム
リ
ア
が
ホ

l
タ
ン

王
朝
唯

一
の
継
承
者
で
あ
る
と
い
う
事
実

に
、
フ
ェ
ン
は
少
な
か
ら
ず
動
揺
す
る
が
、

彼
女
を
救
い
出
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に

変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
リ
ム
リ
ア
の
議
冠

式
の
前
日
、
玉
城
に
潜
入
し
た

二
人
は
、

練
法
師
た
ち
に
戦
い
を
挑
む
。
そ
の
頃
リ

ム
リ
ア
は
、
ゾ
マ
と
カ
ル
ラ
に
よ
っ
て
精

神
改
造
を
受
け
て
い
た
・
・
・
。

-=ー『

激
し
い
気
合
い
と
と
も
に
ヴ
ァ
シ
ュ
マ
1
ル
か
ら
放
た
れ
た
気
が
、
ガ
ル
ダ
の
乗
る
呪
操
兵
を
打
ち
砕
く

練法師の呪文の鯨唱とともに、リムリ

アの体が持ち上がっていく

ゾマの仮面がはずれると、そこに

はフヱンの父親にそっ〈りな顔が

あった

ラ
バ
ザ
|
ナ
で
の
戦
い
で
絶
体
絶
命
の
危
機

に
あ
っ
た
ク
リ
シ
ユ
ナ
は
、
フ
ェ
ン
の
友
人
イ

ル
・
カ
タ
ム
の
媛
誕
で
九
死
に
一
生
を
得
た
が
、

作
戦
の
失
敗
に
よ
っ
て
寧
に
合
流
で
き
な
く
な

り
、
イ
ル
が
話
を
持
ち
か
け
て
き
た
義
勇
軍
へ

参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
頃
フ
ェ
ン
は
、

練
法
師
ガ
ル
ダ
を
倒
し
、
つ
い
に
ゾ
マ
と
の
因

縁
の
対
決
を
迎
え
て
い
た
。
哀
の
力
を
発
揮
す

'
・
ワt
ス

る
た
め
の
公
共

・
聖
刻
〉
を
持
た
な
い
ヴ
ア
シ

ユ
マ
|
ル
は
窮
地
に
お
ち
い
る
が
、
速
く
は
な

れ
た
地
か
ら
フ
ヱ
ン
を
支
え
る
ジ
ユ
レ
の
意
識

に
励
ま
さ
れ
、
な
ん
と
か
ゾ
マ
を
倒
す
こ
と
が

で
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
フ
ェ
ン
の
前
に
ダ
ム
・

ダ
|
ラ
と
〈
黒
き
操
兵
〉
ハ
イ
ダ
ル

・
ア
ナ
ン

ガ
が
現
れ
る
-・・

。
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ガ諮ラ行できしマつムム
ルでも動見始ま l哀・リダ
ン、、を てめいルの ダ ア ム
を ゾ公開いた、ご力|と
蘇マ E始た 。世とをラガダ
らの品 。ラだ 界ハ解の ル|
せ 精官まマがはイ放思ンラ
る神むたス、〈ダし惑をと

回 1- 、教こ黒ルてど殺対
i。復 在最のこきのしおさ時
へを愛ハま塗触まりれし
の 支のラで主IJ手うにたた
鍵ヱゾハの〉に 。〈怒フ
で￥マと経に貧し選りエ
あのを大過よかかばにン
る守倒僧をるれしれ我は
リ 議さ 正 悲 支 て 、 し を
ム者れル痛配殺ヴ者忘目
リ〉たミなへ~ア〉れ前
アの カ ア 思 と れ シ の 、 で
と婆ルはい傾てユもダリ

フ
ヱ
♂〆

を
介
し
て
結
ば
れ
て
L、
た
ク

〉〆

ユ
ナ
と
ガ
Jレ
ム〆

は

堅
L、
鐘
手
を
交
わ

消えた鍛き操兵を採し求める新しき

争闘レし惑憎

ン
エ

れ

フ

さ

る

殺

せ
を

さ
ア

発

拘
肱
aw

B
h
3
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ア
ル
パ
か
ら
死
と
狂
気
を
吸
収
し
た
ハ
イ
ダ
ル
は
、
由
唱
噂
を

あ
げ
て
ヴ
ァ
シ
ュ
マ
l
ル
へ
向
か
っ
た

フェンたちの前に出現した操兵こそ、黒き操兵ハイダル・アナンガだった

ダ
ム
・
ダ
|
ラ
は
聖
剣
エ
ル

・
ミ
ユ
|
ト
を
抑

え
て
ヴ
ァ
シ
ュ
マ

|
ル
を
も
〈
黒
〉
に
染
め
始
め

て
い
た
。
八
つ
存
在
し
て
い
た
聖
刻
に
お
け
る
〈
白
〉

と
〈
黒
〉
の
均
衡
は
破
れ
、
黒
き
波
動
が
世
界
を

浸
食
し
始
め
る
。
だ
が
、
ル
ミ
ア
の
力
を
借
り
た

り
ム
リ
ア
は
フ
ェ
ン
の
復
活
を
図
っ
た
。
そ
の
際

に
〈
真
・霊
刻
〉
が
発
し
た
光
に
よ
っ
て
、
ダ
ム

・

ダ
i
ラ
は
乗
り
移
っ
て
い
た
ゾ
マ
の
身
体
か
ら
介

離
し
、
ハ
イ
ダ
ル
は
逃
げ
去
っ
た
。

一
方
、
ガ
ル

ン
と
ク
リ
シ
ユ
ナ
は
、
〈
干
の
守
護
者
〉
の
殺
裁
を

止
め
る
べ
く
彼
ら
と
の
戦
闘
に
突
入
し
て
い
た
が
、

圧
倒
的
な
カ
の
差
に
苦
戦
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
フ

エ
ン
と
ヴ
ア
シ
ユ
マ
|
ル
が
現
れ
、
呼
び
寄
せ
ら

れ
る
よ
う
に
ハ
イ
ダ
ル
・
ア
ナ
ン
ガ
も
出
現
、
〈
白

き
操
兵
〉
と
〈
黒
き
操
丘
一
〉
の
宿
命
の
戦
い
が
開

始
さ
れ
た
・

・
。

♂
じ
ハ
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収
磁
祭
の
前
日
、
ヵ
ロ
ウ
ナ
の
村
が
〈
紫
巾

党
〉
を
名
乗
る
賊
に
襲
わ
れ
た
。

フ
エ
ン
の
操

兵
を
狙
っ
た
党
主
ナ
シ
ュ
ワ
の
陰
謀
だ
っ
た
。

リ
ム
リ
ア
を
人
質
に
取
ら
れ
た
フ
ヱ
ン
は
単
身

敵
地
に
乗
り
込
む
(
:
:
:
旋
風
の
章
)
。

祖
父
の
妥
工
作
を
恥
じ
、
騎
士
任
{
巨
の
翌
日
に
武
者
修
行
の
旅
に
出

た
ク
リ
シ
ユ
ナ
。
し
か
し
、

彼
と
の
再
試
合
を
望
む
女
騎
士
ス
ク
ナ
が

練
法
師
に
利
用
さ
れ
、
彼
は
望
ま
ぬ
操
兵
闘
技
大
会
に
出
る
こ
と
に
な

る
(
;
:
・銀
の
章
)
。

餐
母
と
喧
嘩
し
家
出
し
た
と
こ

ろ
を
人
買
い
に
捕
ら
え
ら
れ
た
ジ
ユ

レ
。
同
じ
境
遇
の
少
女
と
と
も
に
脱
走
を
図
る
(
・
・
・
童
女
の
章
)
。
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シ
ャ
ル
パ
l
ン
の
新
た
な
る
腕
が
、
地
に
刺
し
た
剣
の
柄
を
が
っ
ち
り
つ
か
ん
だ

「ーーー寸

h圃 4

L___.J 

~司

銀

の

章

ク
リ
シ

ュ
ナ
は
ア
ピ

・
ル
l
パ
に
乗
り
込
む
と
新
た
な
総
へ
と
出
発
し
た
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そこには部隊の行く手を阻むよう に、山の頂から重量に

向かつて川が走っていた

ジュレを始めとして数人の女の子が、二人一組で鎖に

つながれていた

「【童女の章】寸

ジュレの養母マサリヱは、優しい表情でジュレ

をき.ゅっと抱きしめた

S8‘ 
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YDIGEST 日ぬ，RESS
ム
ゾ
レ
の
狩
猟
機
が
部
下
の
従
兵
機
か
ら
弓
矢
を
受
け
取
り
、
対
岸
の
木
め
が
け

て
矢
を
打
ち
込
も
う
と
構
え
た

〈赤総の爪〉の力を持ってしても皆を陥落することは容易

ではなかった

満天の星のきらめきを背に、 漆織の物体

が虚空に浮かんでいた。それは人だった

ガ
ル
ン
た
ち
の
奇
段
に
よ
っ
て
皆
は
混
乱
し
、
騎
士
団
本
体
も
一
気
に

突
入
し
だ
し
た

東
方
動
乱
の
四
年
後
、
亡
国
の
民
た

ち
が
起
-
』
し
た
パ

i
ソ
ル
地
域
の
反
乱

を
鎮
圧
す
べ
く
、
ガ
ル
ン
の
所
属
す
る

聖
刻
騎
士
団
・
南
部
方
面
軍
が
派
遣
さ

れ
た
。
と
こ
ろ
が
進
軍
中
、
同
じ
小
隊

に
い
た
親
友
ヨ
ハ
ル
か
ら
自
分
を
稽
殺

す
る
企
て
が
あ
る
ら
し
い
と
ガ
ル
ン
は

問
か
さ
れ
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
事
件
が

次
々
と
発
生
す
る
(
・
:
・
:
騎
士
の
章
)
。

大
師
の
命
に
よ
り
古
代
の
都
ピ
ヨ
ル

ン
へ
向
か
っ
た
ゾ
マ
。
〈
月
〉
の
練
法
師

カ
ル
ラ
と
共
に
探
索
を
進
め
る
う
ち
に
、

い
つ
し
か
二
人
の
問
に
心
の
交
流
が
生

ま
れ
る
(
:
;
紫
電
の
窓
)
。

l

i

l
l
i
t
-
-

市
郊
込

T
1
1弘
引

r引
lJ
刷
出
引
川
刷
出

1
1
1
i叫
t
i
l
l
-

心
叫
H
1
1
4
3
6

寸

l
l」

て

四

曹

E
a
a
-

か

-
E
コ
V
-

向

-
3
E

一
-

山一の一

語

-

劃

-

白

通

園

-

一ヨ
4
H吋
-

め

』

」

『

l

-

H

Z
自
制
包
司
-

履

批

一

J

3
一

は

始

E
V
E
-且
-

兵

し

-

-

死

伸

「

i
l
L

、』ーーーー

59 



~第二部束方編~

ジ
ュ
レ
を
人
質
に
取
ら
れ
、
フ
ェ
ン
は
抵
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

〈
黒
き
操
兵
〉
と
の
戦
い
か
ら
四
ヵ
月
。
フ
ェ
ン
、

ク
リ
シ
ユ
ナ
、
ガ
ル
ン
、
ジ
ユ
レ
の
四
人
は
新
た
な

〈
黒
〉
の
操
兵
を
求
め
て
東
方
を
目
指
し
、
隊
寓
聞
の

用
心
棒
を
し
な
が
ら
シ
ン
園
内
を
旅
し
て
い
た
。
だ

が
、
シ
ン
軍
の
後
方
撹
乱
を
狙
っ
て
教
会
よ
り
送
り

込
ま
れ
た
練
法
師
に
そ
そ
の
か
さ
れ
た
ダ
ン
・
ギ
ル

率
い
る
操
兵
盗
賊
集
団
が
隊
商
を
襲
い
、
フ
エ
ン
たmる

ち
を
挑
発
し
て
き
た
。
リ
ム
リ
ア
と
別
れ
て
気
が
弛

み
戦
い
の
勘
を
忘
れ
か
け
て
い
た
フ
ェ
ン
は
彼
ら
に

翻
弄
さ
れ
る
が
、
ク
リ
シ
ユ
ナ
た
ち
は
彼
を
立
ち
直

ら
せ
よ
う
と
-
人
で
敵
の
も
と
に
送
り
出
す
。
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t
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号
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ha車
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E

ら
せ
よ
う
と

-
人
で
敵
の
も
と
に
送
り
出
す
。

'------

フ
ェ
ン
た
ち
は

〈
東
方
動
乱
〉

に
よ
っ
て

東
方
を
追
わ
れ
シ
ン
に
逃
げ
の
び
て
き
た
練

法
師
た
ち
の
隠
れ
里
を
発
見
す
る
。
彼
ら
は

〈
黒
の
四
〉
の
封
印
・
漆
黒
の
錫
杖
を
守
る

一
族
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
下
界
か
ら
来
た
謎

の
練
法
師
に
扇
動
さ
れ
た
若
者
た
ち
が
そ
れ

を
奪
い
、
里
を
離
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

〈
黒
の
四
〉
と
い
う
言
葉
に
戦
憶
す
る

一
行
。

一
方
、
聖
刻
教
会
の
教
都
ワ
|
ス
ラ
ン
で
は

法
王
よ
り
〈
白
き
操
兵
〉
討
伐
の
勅
命
を
受

け
た
ク
ラ
ン
ド
家
の
討
伐
軍
が
、
若
き
当
主

ラ
マ

|
ル
・
ク
ラ
ン
ド
の
指
揮
の
も
と
、
フ

ヱ
ン
た
ち
を
目
指
し
て
出
陣
し
て
い
た
。

フ
ェ
ン
は
抽
出
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
ヴ
ァ

シ
ュ
マ
l
ル
の
腐
に
ひ
ら
り
と
飛
び
乗
っ
た

四
本
の
剣
の
切
っ
先
が
、
暴
走
し
た
ヴ
ァ
シ
ュ
マ
l
ル
の
一
眼
目
.
か
け
て
突
進
し
た

ジュレは袋をフェンに押しつけると、地面に置いた新しい

袋を拾いあげた

， 

/ 



つ
い
に
東
ア
グ
河
を
挟
ん
で
ハ
ム
ル
地
方

ラ

-

aH

シ

ス

奪
還
を
目
指
す
東
方
南
部
域
連
合
軍
と
シ
ン

国
軍
と
の
戦
闘
の
火
震
が
き
っ
て
遂
と
さ
れ

た
。
そ
の
隙
を
つ
い
て
東
方
に
潜
入
し
た
フ

ヱ
ン
た
ち
だ
が
、
練
法
師
団
の
刺
客
や
、
さ

ら
に
フ
ヱ
ン
一
行
に
か
け
ら
れ
た
賞
金
に
群

が
る
傭
兵
た
ち
の
度
箆
な
る
襲
繁
を
受
け
、

そ
の
行
く
手
を
塞
が
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
頃
、

ク
リ
シ
ユ
ナ
に
深
い
恨
み
を
抱
く
練
法
師
ダ

ロ
ト
は
、

彼
に
復
讐
を
果
た
さ
ん
と
潜
々
と

そ
の
準
備
を
整
え
つ
つ
あ
っ
た
。

62 

ジ
ャ
ラ
ン
繰
る
ハ
イ
ア

l
ン
の
怒
鴻
の
ご
と
き
攻
勢
に
に
、
ガ
ル
ン

は
防
戦
一
方
と
な
っ
た

ヴ
ァ
シ
ュ
マ
i
ル
の
長
盾
に
よ
っ
て
巻
き
あ
げ
ら
れ
た
風
は
‘

竜
巻
と
な
っ
て
迫
り
く
る
火
琢
を
吹
き
飛
ば
し
た

ラ
マ
|
ル
を
総
大
将
に
戴
〈
法
王
叫
刷

、
官
官
P
+歩
、
旨
R
-
3且
F
t
3
-
E曽
ミ

ap
--
，y
f
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テ
ラ
が
戻
り
食
事
の
支
度
に
か
か
る
と
、
匂
い
に
つ
ら
れ
た
の
か
奥
か
ら

ラ
l
パ
テ
ィ
が
出
て
き
た

ワ
ル
サ
の
合
図
と
と
も
に
、
干
名
の
騎
士
は
一
斉
に
緩
の
太
刀
を
抜
き
放
ち
、
高
々
と
掲
げ
た

顕に閃光が走り、ラマールの窓際は瞬時に肉体を

離れ、5llJの「器J に移った

〆多多多F

-/~ 

湯船に浸かった7ェンは、気分がよさそうに稔り戸をあげた

、~ー一

ラ
マ
|
ル
を
総
大
将
に
戴
く
法
王
勅

命
軍
は
、
東
方
最
大
の
商
業
都
市
ヴ
ィ

シ
ャ
!
ム
へ
辿
り
結
い
て
い
た
。
そ
こ

で
現
地
の
騎
士
団
員
に
か
ら
ま
れ
て
い

る
ガ
ル
ン
の
妹
、
イ
ネ
ス
・
ス
卜
ラ
を

劫
け
る
ラ
マ
|
ル
。
だ
が
、
勅
命
軍
を

監
視
す
る
た
め
に
参
謀
と
し
て
送
り
込

ま
れ
た
イ
ラ
イ
ザ
・
ザ
ト
ウ
ク
の
策
略

に
よ
り
、
全
軍
の
前
で
果
た
し
合
い
を

目
的
と
し
た
操
兵
戦
を
赤
鳳
騎
士
団
の

騎
士
た
ち
に
挑
ま
れ
る
。

一
方
、
南
部

域
に
入
っ
た
フ
エ
ン
一
行
は
、
隣
国
へ

抜
け
る
廃
都
の
中
で
、
ガ
ル
ン
の
か
つ

て
の
仲
間
で
あ
る
赤
龍
騎
士
団
の
騎
士

た
ち
に
待
ち
伏
せ
を
受
け
た
。



先
代
団
将
の
絵
函
の
下
の
机
で
は
、
ガ
ル
ン
の
父
で
あ
り
現
団
将
で
も
あ
る
ジ
ャ
ン

・

ス
卜
ラ
が
書
類
に
目
を
通
し
て
い
た

震
に
機
々
な
工
具
を
淫
し
た
草
世
帯
を
巻
い

て
い
る
い
か

つ
い
顔
を
し
た
男
が
ガ
ル

ン
に

声
を
か
け
た

う、一一'，
一-一一一

/

パ
ラ
l
ハ
は
小
刀
を
鞠
ご
と
外
し
、
そ
れ
を
遠
く
に
投
げ
捨
て
た

赤
龍
騎
士
団
の
包
囲
網
か
ら
逃
れ
た
フ

エ
ン
一
行
は
、
呪
わ
れ
た
カ
デ
ス
の
地
で

つ
か
の
間
の
休
息
を
と
る
。
そ
こ
へ
、
ガ

ル
ン
の
旧
友
ム
ゾ
レ
と
デ
ウ
ス
が
訪
れ
、

フ
ェ
ン
一
行
は
ラ
マ
|
ル
率
い
る
勅
命
家

の
動
き
を
知
ら
さ
れ
る
。
そ
の
隊
列
に
は

か
つ
て
ガ
ル
ン
と
共
に
激
し
く
〈
霊
四
天

王
戦
〉
を
戦
っ

た
二
人
の
騎
士
が
加
わ
っ

て
い
た
。

一
方
、
南
部
域
に
到
達
し
た
法

王
勅
命
軍
は
、
寄
せ
集
め
の
軍
の
統
制
を

図
る
た
め
に
、
大
規
模
な
演
習
を
敢
行
し

た
。
ラ
マ
|
ル
に
と
っ
て
は
初
の
陣
頭
指

様
で
あ
っ
た
が
、
東
部
域
で
の
決
闘
の
勝

利
で
増
長
し
て
い
た
若
き
将
は
、
霊
臣
の

忠
告
も
聞
か
ず
血
気
盛
ん
に
部
隊
を
進
軍

さ
せ
る
。
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-・・・国璽里

山

中
原
暦
一
四

0
0年
代

一
末
、
中
原
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

…
置
す
る
キ
タ
ン
国
に
お
い

て
、
や
が
て
は
中
原
全
土
を

巻
き
込
む
大
き
な
事
件
が
発

生
し
た
。

事
件
の
中
心
に
は
一
人
の

少
年
‘か
い
た
。

ラ
タ
キ
ア
平
原
北
部
を
縄

張
り
と
す
る
盗
賊
固
に
身
を

お
ζ
そ
の
少
年
は
、
キ
タ
ン

の
討
伐
軍
に
よ
っ
て
盗
賊
団

が
滅
ぼ
さ
れ
た
際
に
捕
5
え

5
れ
、
王
宮
の
牢
に
投
獄
さ

れ
た
。
そ
と
で
少
年
は
一
人

の
少
女
と
運
命
的
な
出
会
い

を
は
た
す
。

持
ち
前
の
好
奇
心
か

5
、

捕
5
え
5
れ
た
盗
賊
の
少
年

を
一
目
見
ょ
う
と
牢
に
足
を

運
ん
だ
少
女
は
、
少
年
に
興

.昧
を
持
ち
、
度
々
牢
に
足
を

運
ぶ
よ
う
に
な
る
。

少
年
の
名
は
シ
フ
ォ
ン
。

キ
タ
ン
一
帯
を
騒
が
せ
た
盗

賊
団
頭
領
の
息
子
。
少
女
の

名
は
ミ
シ
ェ
ル
ダ
。
国
民
の

母
と
呼
ば
れ
た
慈
悲
深
い
キ

タ
ン
の
ミ
シ
ユ
ラ
・
カ
メ
ル

女
王
の
娘
で
あ
る
。

↑
 

• • 

:・
1
1
4
s
a
-
-
-
-
v

・・・・• 

、

-Aーιz
o
h
y

↓P
一C
D
シ
ネ
マ

「民
・
磁
刻
;
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
:
」

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
イ
ラ
ス
ト
/
只
野
和
子

/
》
守曲目
。暗雲ンに渦巻くタ



れ

キ
タ
ン
王
宮
の
異
変
は

『
徐
々
に
進
行
し
て
い
っ
た
。

一
異
変
に
気
づ
い
た
の
は
ミ
シ

工
ル
ダ
で
あ
っ
た
。
王
宮
の

人
間
の
行
動
が
、
以
前
か
5

は
考
え
5
れ
な
い
よ
う
に
変

貌
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
慈
愛
の
女
王
と
呼
ば

れ
た
母
ミ
シ
ユ
ラ
も
例
外
で

は
な
か
っ
た
。
途
方
に
暮
れ

た
ミ
シ
ェ
ル
ダ
は
、
牢
で
知

り
合
っ
た
盗
賊
団
の
少
年
シ

フ
ォ
ン
に
、
脱
定
の
手
引
と

引
き
換
え
に
協
力
を
要
請
す

る
。

周・・聞・田・・・
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異
変
の
原
因
を
、
最
近
王

宮
に
招
か
れ
た
東
方
の
占
術

師
の
仕
業
と
脱
ん
だ
二
人

は
、
そ
の
占
術
師
を
追
い
詰

め
る
。
だ
が
、
占
術
師
の
正

体
は
練
法
師
で
あ
っ
た
。
力

l
u
ャ
と
名
乗
っ
た
練
法
師

の
逆
襲
で
窮
地
に
陥
る
二

人
。
そ
ん
な
二
人
そ
救
っ
た

の
は
シ
フ
ォ
ン
が
父
よ
り
預

か
っ
て
い
た
謎
の
宝
玉
で
あ

っ
た
。

危
機
を
乗
り
き
っ
た
こ
人

は
、
練
法
師
の
追
撃
か
5
逃

一

れ
る
た
め
に
王
都
を
脱
出
し

-

た
。

れ

~r 

@
aて
'
る
と

キャラクヲ一段定/只野和子DATA: m.盟刻J
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白
き

日

練
法
師
た
ち
の
目
的
は

『
《
白
き
騎
士
》
と
呼
ば
れ
る

一
伝
説
の
操
兵
の
復
活
で
あ
っ

た
。《
自
き
騎
士
》
は
そ
れ
ぞ

れ
「
仮
面
」
、
「
心
臓
」
、
「
身
体
」

の
三
つ
に
分
け
5
れ
、
中
原

告
地
に
封
印
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
三
つ
の
部
品
を
集
め
、

《白
き
騎
士
》
に
選
ば
れ
た

「
乗
り
手
」
を
乗
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
伝
説
の
操
兵
は
復
活

す
る
。
練
法
師
た
ち
は
復
活

し
た
《自
き
騎
士
》
の
超
絶
的

な
力
を
使
い
、
中
原
の
掌
握

を
企
ん
で
い
た
。

シ
フ
ォ
ン
に
こ
の
「
乗
り

手
」
の
資
質
を
見
出
し
た
練

法
師
た
ち
は
、
執
助
に
二
人

を
つ
け
狙
う
。

一
方
、
シ
フ

ォ
ン
た
ち
も
練
法
師
の
野
望

を
打
ち
砕
く
た
め
に
は
《白

き
騎
士
》
の
力
が
必
要
と
考

え
、
そ
の
部
品
を
求
め
て
中

原
を
街
偉
う
。

練
法
師
の
追
撃
を
か
わ

し
、
つ
い
に
《白
き
騎
士
》
の

「
仮
面
」
を
手
に
入
れ
る
シ
フ

ォ
ン
。
し
か
し
「
身
体
」
は
練

法
師
た
ち
に
よ
っ
て
持
ち
去



E一一一一一一ー----~

法
師
た
ち
に
よ
っ
て
持
ち
去

5
れ
て
し
ま
っ
た
あ
と
で
あ

っ
た
。
中
原
を
救
う
た
め
に

練
法
師
た
ち
と
の
戦
い
を
決

意
し
た
シ
フ
ォ
ン
は
、

《白
き

騎
士
》
の
「
身
体
」
を
取
り
戻

す
た
め
に
再
び
キ
タ
ン
へ
と

向
か
っ
た
。

キ
タ
ン
へ
戻
っ
た
シ
フ
ォ

ン
た
ち
の
目
の
前
に
謎
の
黒

い
操
兵
が
出
現
す
る
。

こ
れ
と
そ
《白
き
騎
士
》
パ

ル
チ
サ
ス
の
「
身
体
」
で
あ
っ

た
。
シ
フ
ォ
ン
た
ち
が
手
に

入
れ
た
《白
き
騎
士
》
の
仮
面

は
半
分
で
し
か
な
か
っ
た

4

の

で
あ
る
。
練
法
師
た
ち
は
、

手
に
入
れ
て
い
た
残
り
半
分

の
「
仮
画
」
を
「
身
体
」
に
装
着

し
、
一
時
的
に

《
白
き
騎

士
》
を
復
活
さ
せ
た
の
で
あ

る
。
し
か
も
、
「
乗
り
手
」
は

練
法
師
に
よ
っ
て
洗
脳
さ
れ

た
ル
シ
ユ
ナ
ス
で
あ
っ
た
。

ル
シ
ユ
ナ
ス
も
ま
た
「
乗
り

手
」
と
し
て
の
資
質
を
持
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、

《白
き
騎
士
》
の
復
活
は
完

全
な
も
の
で
は
な
い
。
二
つ

に
分
か
れ
た
「
仮
画
」
を
統
合

し
な
け
れ
ば
、
真
の
力
は
発

揮
で
き
な
い
。

《神
が
宿
る
山
》
と
呼
ば
れ

る
山
の
頂
き
で
シ
フ
ォ
ン
と

ル
シ
ユ
ナ
ス
、
二
人
の
「
乗
り

一

手
」
と
二
枚
の
「
仮
面
」
の
戦

-

い
は
開
始
さ
れ
た
。

日

:・
lita-----v

・・・・

昌弘
(J¥の量刻}といわれる伝践のB軍兵。『仮;

面Jと『身依lとわb段jの三つ区分割され‘

;中原の何処かへ封印されているe
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【
キ
タ
ン
の
情
勢
}

-・・・田・・・

「
真
・
聖
刻
己
の
舞
台
と
な
る
の
は

中
原
暦
一
四

0
0年
代
末
の
キ
タ
ン

国
で
あ
る
。
キ
タ
ン
国
は
地
母
神
力

リ
l
マ
を
信
仰
す
る
宗
教
国
家
で
、

中
原
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い

る
。
南
北
を
細
長
い
山
脈
に
挟
ま

れ
、
東
西
に
伸
び
る
こ
の
王
国
の
大

半
は
中
原
の
他
の
国
家
と
同
じ
く
、

乾
い
た
荒
野
が
占
め
て
い
る
。
一

部

に
は
砂
漠
も
存
在
し
、
年
々
そ
れ
が

広
が
っ
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
っ

た
。
苛
酷
な
環
境
は
中
原
諸
国
、
ど

こ
も
似
た
り
寄
っ
た
り
で
あ
る

か
つ
て
中
原
に
覇
を
唱
え
た
ラ
ウ

マ
!
ナ
帝
国
か

5
独
立
し
た
こ
の
国

は
、
隣
接
す
る
ダ
マ
ス
タ
固
と
の
闘

で
領
土
境
界
線
を
巡
る
戦
い
を
繰
り

広
げ
て
き
た
。
争
い
に
終
止
符
が
打

た
れ
た
の
は
ご
く
最
近
の
之
と
で
あ

り
、
国
境
沿
い
に
は
激
戦
を
物
語
る

砦
跡
な
ど
が
点
在
し
て
お
り
、
現
在

も
国
境
欝
備
の
詰
所
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
。

国
教
で
あ
る
地
母
神
力
リ
|
マ

は
、
中
原
で
は
診
し
い
女
神
を
崇
め

'
 

町
並
み
や
民
衆
の
活
気
に
お
い
て
は

ゴナ砂漠

シン

キタン国周辺図

レイケン

一一一二巧~一一一
の師長原
戦和《の真
いち自キ・
が と き タ聖
繰盗騎ン刻
り賊事国 皇
広の すで雲
11少めあ E
2空三そ変
たフて伝 o

0 オ 、説は
ン練の 、
& 法操中

一一一て趨訟プ一一一

る
宗
教
で
あ
り
、
キ
タ
ン
国
の
婦
女

子
は
、
厳
し
い
宗
教
上
の
戒
律
を
課

せ
5
れ
て
い
る
。
女
性
信
肌
の
露
出

を
極
力
抑
え
る
風
習
は
他
の
国
で
も

し
ば
し
ば
見
受
け

5
れ
る
が
、
厳
格

に
未
婚
女
性
と
既
婚
女
性
、
加
え
て

寡
婦
を
服
の
色
で
区
別
さ
せ
て
い
る

と
い
っ
た
と
と
は
、
他
の
中
原
国
家

で
は
見
5
れ
な
い
。

も
っ
と
も
厳
し
さ
の
反
面
、
女
性

が
社
会
的
に
優
遇
さ
れ
て
い
る
事
実

は
無
視
で
き
な
い
。
東
西
を
問
わ
す

大
陸
の
ほ
と
ん
ど
の
国
家
が
女
の
家

督
相
続
を
認
め
て
は
い
な
い
が
、
こ

の
国
で
は
そ
れ
が
許
さ
れ
て
い
る
ば

か
り
で
な
く
、
あ
5
ゆ
る
階
層
で
女

の
家
長
が
多
い
と
さ
え
い
わ
れ
て
い

る
。
現
に
キ
タ
ン
は
こ
こ
数
代
に
わ

た
っ
て
女
王
を
玉
座
に
い
た
だ
い
て

い
る
。

王
都
力
ル
ヴ
ァ
レ
ー
は
キ
タ
ン
北

西
の
平
原
に
位
置
し
て
い
る
。
隣
国

ダ
マ
ス
タ
の
首
都
ダ
パ

i
ヴ
ア
の
規

模
や
、
ホ
l
タ
ン
の
聖
都
ア
一
ヲ
ク
シ

ャ
l
の
華
麗
さ
な
ど
と
は
比
較
に
な

5
な
い
も
の
の
、

《交
易
路
》
を
旅
す

る
商
人
の
な
か
に
は
、
こ
ぎ
れ
い
な

ま
っ
て
き
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

74 
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恥
川
川
川
川
山
川
川
川
川
川
川
口"

防
、
ヰ
房
で
は
躍
し
じ
虫
視
を
崇
U，

-
F
 

町
並
み
や
民
衆
の
活
気
に
お
い
て
は

中
原
で
も
一

、
こ
を
争
う
ほ
ど
と
評

す
る
者
も
い
る
。
そ
の
カ
ル
ヴ
ア
レ

l
の
北
端
に
は
王
宮
が
そ
び
え
て
い

る
。
街
の
規
模
か
5
考
え
て
も
決
し

て
大
き
い
と
は
い
え
な
い
が
、
威
圧

的
な
雰
囲
気
の
な
い
建
物
は
民
衆
の

閣
で
も
好
意
を
も
っ
て
迎
え
5
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
国
民
か

5
「
国
の

母
」
と
慕
わ
れ
て
い
る
現
女
王
ミ
シ

ユ
ラ
・カ
メ
ル
の
カ
リ
ス
マ
性
と
も

大
き
く
関
係
し
て
い
た
。

ダ
マ
ス
タ
と
の
戦
役
終
結
以
来
、

周
辺
国
家
と

ω関
係
は
良
好
で
、
現

在
は
内
政
も
安
定
し
て
い
る
。
唯一

の
問
題
と
い
え
ば
、

《交
易
路
》
沿
い

に
出
没
す
る
盗
賊
団
だ
け
と
い
っ
て

も
よ
い
。
《交
易
路
》
は
ア
ハ
i
ン
大

陸
の
東
西
を
結
ぶ
大
動
脈
だ
け
に
、

近
隣
諸
国
か
5
の
討
伐
要
請
も
固
ま

し
に
高
ま
っ
て
い
た
f
そ
の
盗
賊
団

の
中
で
も
と
り
わ
け
大
き
な
集
団
が

三
つ
あ
っ
た
。

一
つ
は
キ
タ
ン
北
西

部
を
縄
張
り
と
す
る
《ゴ
ル
ダ
ン
》
、

二
つ
自
は
南
部
を
縄
張
り
に
す
る

《
フ
ォ
ル
カ
ン
》
、
そ
し
て
最
後
に

北
部
を
縄
張
り
に
す
る
《
ラ
ウ
ド
リ

オ
ン
》
で
あ
る
。

{
キ
タ
ン
の
盗
賊
団
}

こ
の
時
期
、
キ
タ

J
に
は
多
く
の

盗
賊
団
が
出
没
し
て
い
る
。
同そ
の
理

由
は
、
キ
タ
ン

・ダ
マ
ス
タ
戦
役
の

と
き
に
集
め
5
れ
た
傭
兵
の
成
れ
の

果
て
と
も
、
交
易
路
の
再
開
に
と
も

な
っ
て
安
定
し
だ
し
た
キ
タ
ン
経
済

を
狙
っ
て
、
各
地
か
5
盗
賊
団
が
集

キ

ラウ ドリオン頭領タグマ

i

l

i

l

i

-

-

ー
s
i
le
-
-

る
商
人
の
な
か
に
は
、
と
ぎ
れ
い
な

ま
っ
て
き
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

中
で
も
有
名
な
の
が
、
キ
タ
ン
北

部
を
縄
張
勺
に
し
て
い
る
《
ラ
ウ
ド

リ
オ
ン
》
で
指
っ
た
。
首
領
格
の
タ
グ

マ
と
呼
ば
れ
る
男
の
的
確
な
指
揮
の

も
と
、

襲
撃
は
毎
回
計
画
的
に
停
わ

れ
、
引
き
揚
げ
る
際
も
複
数
あ
る
中

継
地
点
を
経
由
す
る
と
い
っ
た
念
の

入
れ
よ
う
で
あ
っ
た
。
キ
タ
ン
国
軍

も
幾
度
と
な
く
討
伐
部
隊
を
派
遣
し

た
が
、
彼
5
の
巧
妙
な
手
口
と
巧
み

な
逃
走
術
の
前
に
、
一
人
と
し
て
捕

5
え
5
れ
す
、
栂
拠
地
の
所
在
な
ど

も
ま
っ
た
く
不
明
の
ま
啓
で
あ
っ
た
。

【
聖
輪
八
門
}

聖
輪
八
門
の
練
法
師
た
ち
は
、
キ

タ
ン
の
ど
と
か
に
そ
の
存
在
の
手
が

か
り
が
眠
っ
て
い
る
《白
き
騎
士
》
を

発
見
し
、

蘇
5
せ
、
中
原
支
配
の
先

兵
と
し
て
利
用
す
りる
た
め
に
活
動
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
ま
す
キ
タ
ン

王
家
を
掌
握
(
女
王
を
彼
5
の
偶
儲

と

γυ
、
圏
内
の
全
土
に
探
索
の
手

を
伸
ば
し
.始
め
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

と
同
時
に
《騎
士
》
の
乗
り
手
を
育
成

す
る
た
め
に
、
《選
ば
れ
し
者
》
と
し

て
の
素
養
宏
持
つ
者
を
探
し
始
め
た

(
そ
れ
が
三
シ
ェ
ル
ダ
の
婚
約
者
の
ル

シ
ユ
ナ
ス
で
あ
る
)
。

彼
5.が
ル
シ
ユ
ナ
ス
を
必
要
と
し

て
い
た
の
は
、
彼
5
の
中
に
《騎
士
》

を
操
る
こ
と
の
で
き
る
者
が
存
在
し

な
か
っ
た
か
5
に
他
な
5
な
い
。
ム
白

き
騎
士
》
は
乗
り
事
を
選
ぶ
。
そ
れ

は
、
た
と
え
天
地
を
揺
る
が
す
超
絶

的
な
力
を
持
つ
練
法
問
と
い
え
ど
も

アラ



例
外
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
彼
5
は
《騎
士
》
を
発
見
し

・

た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
古
代
の
戦
い

で
割
れ
た
仮
面
の
片
側
が
再
生
し
た

も
の
|

|

「
感
情
」
を
司
る
《右
侮

面
》
だ
け
の
《騎
士
》
で
あ
っ
た
。

計
画
の
主
導
者
で
あ
る
輪
師
ゾ
マ

が
こ
れ
に
気
づ
い
化
時
、
ル
シ
ユ
ナ

ス
と
同
等
の
力
を
持
つ
謎
の
少
年
が

彼
5
の
前
に
現
わ
れ
た
。
そ
れ
が
サ

イ
プ
レ
ム
に
導
か
れ
た
も
う
一
人
の

《選
ば
れ
し
者
》
シ
フ
ォ
ン
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

命

ゾ
マ
は
シ
フ
ォ
ン
に
着
担
し
、
彼

の
も
と
に
配
下
の
練
法
師
ア
グ
l
ラ

を
ス
パ
イ
と
し
て
送
り
込
ん
だ
。
そ

し
て
、
彼
女
の
報
告
か

5
、
シ
フ
ォ

ン
が
も
う
一
つ
の
《騎
士
》
(
す
な
わ

ち
「
理
性
」
を
司
る
《左
仮
面
》
の
《騎

士
》
)
を
探
し
て
い
る
事
実
を
突
き

止
め
、

《騎
士
》
の
真
の
力
を
得
る
べ

く
、
ニ
ヲ
の
仮
面
の
統
合
を
謀
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
シ
フ
ォ
ン
の
見
つ

け
た
も
う
一
つ
の
《騎
士
》
を
手
に
入

れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
目
玉
輪
八
門
が

物
語
の
途
中
か
5
シ
フ
ォ
ン
を
狙
い

始
め
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
「感

情
」
だ
け
の
仮
面
で
は
完
全
な
支
配

下
に
置
け
な
い
(
い
つ
荒
れ
狂
う
か

わ
か
5
な
い
)
の
だ
。

{
自
き
騎
士
の
覚
醒
}

物
語
の
重
要
な
鍵
と
な
る
《白
き

騎
士
》
パ
ル
チ
サ
ス
。
こ
の
《八
の
聖

刻
》
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
操
兵
は
物

語
の
な
か
で
様
々
な
画
策
を
行
な
っ

タ
グ
マ
は
野
盗
を
続
け
な
が
5
キ

7

J

与

三

-

ご

C
』

6

、
J

、
、忍王
r
L
3
L
J
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た
。
シ
フ
ォ
ン
が
使
用
し
た
狩
調
機

サ
イ
J
レ
ム
に
し
て
も
、
そ
の
動
向

は
す
ぷ
て
バ
ル
チ
サ
ス
に
よ
っ
て
計

画
さ
れ
貯
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
す
、
サ
イ
プ
レ
ム
は
バ
ル
チ
サ

ス
の
命
を
受
け
、
パ
ル
チ
サ
ス
を
復

活
さ
せ
る
た
め
の
活
動
を
開
始
す

る
。
自
分
が
保
管
さ
れ
て
い
た
力
l

ラ
ン
グ
家
の
操
手
の
中
で
も
っ
と
も

力
を
持
っ
た
タ
グ
マ
の
心
を
操
り
、

自
分
を
外
へ
持
ち
出
す
よ
う
に
仕
向

け
た
。
そ
の
上
で
、
主
で
あ
る
パ
ル

チ
サ
ス
を
復
活
さ
屯
る
た
め
に
必
要

な
人
間
の
操
手
1

1

《
選
ば
れ
し

者
》
を
育
て
る
よ
う
タ
グ
マ
を
誘
導

し
た
。

タ
グ
マ
は
、
そ
れ
が
あ
た
か
も
自

分
の
意
志
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
自

分
の
後
継
者
を
育
て
る
た
め
の
活
動

を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

簡
単
に
言
え
ば
、
タ
グ
マ
は
サ
イ

プ
レ
ム
の
操
り
人
形
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
操
兵
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
れ
人
を
触
媒
に
し
な

け
れ
ば
動
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
意

志
の
強
い
者
な
5
.は
仮
面
に
魅
入
5

れ
す
に
そ
れ
を
屈
伏
さ
せ
る
こ
と
も

で
き
よ
う
が
、
サ
イ
プ
レ
ム
の
仮
面

は
並
の
人
間
の
意
志
に
比
べ
れ
ば
は

る
か
に
強
い
力
を
持
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
タ
グ
マ
は
自
分
の
行

動
が
主
人
の
カ
l
ラ
ン
ク
公
を
裏
切

る
も
の
で
あ
る
と
わ
か
っ
之
は
い
る

も
の
の
、
サ
イ
プ
レ
ム
か
5
離
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
で
い
た
の
で
あ

る
。

2
E
F、
・

F
』
』
"p
・

川

』

1

.
，， 
-.. 
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言

σ・
羽
カ
で
拍
切
々
泡
産
穿
宅
択
泡

タ
グ
マ
は
野
盗
を
続
け
な
が
5
キ

タ
ン
全
土
を
旅
し
、

《
選
ば
れ
し

者
》
と
し
て
の
素
養
を
持
つ
者
を
探

し
求
め
た
。
そ
の
結
果
見
つ
け
た
の

が
、
孤
児
で
あ
り
、
生
ま
れ
て
ま
だ

、

物
心
も
つ
い
て
な
い
少
年
シ
フ
ォ
ン

だ
っ
た
。

タ
グ
マ
は
、
シ
フ
ォ
ン
を
サ
イ
プ

レ
ム
の
操
手
に
す
る
た
め
の
育
成
を

行
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
パ

ル
チ
サ
ス
の
操
手
に
す
る
た
め
の
育

成
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

し
か
し
パ
ル
チ
サ
ス
(
白
き
騎
士
)

に
と
っ
て
は
‘
シ
フ
ォ
ン
で
す
5
《選

ば
れ
し
者
》
の
代
用
品
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
実
際
、
彼
は
ま
だ
、
真
の
《選

ば
れ
レ
者
》
を
必
要
と
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
な
の
に
何
故
そ
れ
ほ
ど

ま
で
に
急
い
で
後
継
者
を
育
て
さ
せ

た
の
か
。

パ
ル
チ
サ
ス
の
《左
仮
面
》
は
、
自

分
の
分
身
で
あ
る
《右
仮
面
》
に
異
変

が
起
こ
っ
た
と
と
を
「
理
性
」
で
察
知

し
乙
川
た
の
だ
(
《右
仮
面
》
の
所
在

を
察
知
す
る
と
と
は
で
き
な
い
が
、

そ
れ
に
何
か
起
こ
っ
た
と
と
ぐ
5
い

は
知
る
こ
と
は
で
き
た
)
。

自
分
の
分
身
が
悪
用
さ
れ
る
可
能

性
を
考
慮
し
た
彼
は
、
ど
う
し
て
も

そ
れ
を
確
認
し
た
か
っ
た
。
だ
か
5
、

「
仮
の
(
一
時
的
な
)

《
選
ば
れ
し

者
》
」
の
育
成
を
サ
イ
ブ

U
ム
に
命

令
し
た
の
で
あ
る
。

キヲ

操
兵
デ
ザ
イ
ン
集

自
を
騎
士
バ
ル
チ
ザ
ス

{八
の
盈
刻
}
と
い
わ
れ
る
伝
脱
の
録
兵
。

「仮
面
」
と
「
身
体
」
と
「心
滋
」
の
三
つ
に
分
割

さ
れ
、

中
原
の
何
処
か
へ
封
印
さ
れ
て
い
る
.

4 

従兵縄クアドラン

盗餓団ラウドリオンでシフ方ンが使って

いた従兵樋。路体全体に改修が加えられて

おり、か怒りの老朽縫ではあるが性能は高

い昔日類に入る。

月の門の呪J!i兵

陽の門の限操兵

77 
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真

こ
と
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
イ
ラ
ス
ト
は
、
小
説
版

真
・
聖
刻
「
疾
風
か
け
る
戦
野
L

に
集
録
さ
れ
た
挿
絵

で
、
此
路
あ
ゆ
み
(
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
)
、
新
藤
踊
司
(
メ

カ
ニ
ツ
ク
)
の
ニ
人
に
よ
る
合
低
ず
あ
る
。

• 
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人に却するとは思え広いルシュナス

の物曾いにミシヱJIiダは膏ざめた

品、.

サイプレムの仮面は砕け散り、 {白色騎士}

の仮面はその代わりにサイプレムに収まった

ミシェルタl<t侍女三人にかし?かれて潟浴み、獲の手

入れ、衣袋合わせをした後、王子との晩餐にE替われた

. 
シフォンは鳳い操兵を見だ瞬間、

得体の知れない衝撃を感じた

幌をはねのけた思惑の中か

うは異筏な操兵が現われた

仮面の下かう現われたのはメズラで行

方不明になっていたアグーラであった

. 
¥J 



キヲンを純白Eりにする野盗のタグマとリージャ

真

こ
ち
ら
は
舞
台
を
一
五
年
さ
か
の
ぼ
っ
た
真
・
聖

刻
舛
伝
「
熱
き
疾
風
猛
き
思
ぽ
」
に
集
録
さ
れ
た

挿
絵
で
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
イ
ラ
ス
ト
は
只
野
和
子
、
メ

カ
'ニ
ツ
ク
イ
ラ
ス
ト
は
新
醸
踊
司
が
手
掛
け
て
い
る
q

• 
見渡す限りー函に石柱がそモり立っている。

そこはキヲン置の傑兵訓練渇の一つだった

リージャとタグマは焼き払われ

た廃纏の村で赤ん坊を発見する

ゥ
J 

ジ
ン

日 d 吋

1:: 

一
途
な
閣
で
ヲ
グ
マ
を
見
つ
め
る
少
女
リ
l
ジ
ヤ

'-" 

80 





人
間
た
ち
の
活
躍
の
時
代
で

あ
っ
た
。

彼

5
、
冒
険
者
た
ち
は
、

あ
る
者
は
富
を
、
あ
る
者
は

自
5
の
治
め
る
王
国
を
、
ま

た
あ
る
者
は
真
実
を
求
め
て
、

人
々
が
知
り
得
ぬ
世
界
の
深

淵
に
踏
み
込
ん
で
い
っ
た
。

E
E
m
Fv'ト
1
人

-
K
L

・、J
ヨ
ヨ
〉
担
d
L

ヨ

82 
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日

い
ま
だ
、
す
べ
て
が
混
沌

-
の
内
に
あ
っ
た
時
代
、
山
野

…
に
は
巨
獣
た
ち
が
喜
5
し、

異
界
、
魔
境
が
口
を
聞
き
、

超
常
的
存
在
が
現
世
に
干
渉

を
行
っ
て
い
た
こ
ろ
。

後
の
世
に
、
〈
剣
の
年
代
〉

と
呼
ば
れ
る
そ
の
時
代
は
、

自
5
の
力
を
頼
ん
で
剣
技
を

ふ
る
い
、
魔
力
や
操
兵
を
駆

使
す
る
者
ど
も
、
す
な
わ
ち

冒
険
者
と
呼
ば
れ
る
流
浪
の

DATA: rスタートセットJ解説S褒紙イラスト/縞池附す



ちた者険冒

ζ 

無
論
、
す
べ
て
の
冒
隙
者

た
ち
が
成
功
を
お
さ
め
た
わ

け
で
は
な
い
。
彼
5
の
末
路

は
む
し
ろ
悲
惨
な
も
の
で
あ

り
、
そ
の
本
分
を
ま
っ
と
う

し
た
と
言
え
る
人
聞
は
決
し

て
多
く
は
な
い
。

そ
れ
で
も
冒
険
の
日
々
に

夢
を
は
せ
、
壮
大
な
る
謎
に

挑
む
者
た
ち
が
あ
と
を
絶
た

な
か
っ
た
の
は
、
あ
る
い
は

こ
の
時
代
そ
の
も
の
が
冒
険

を
欲
し
て
い
た
か
う
は
の
か

も
知
れ
な
い
。

そ
う
、
じ
つ
は
人
聞
こ
そ
、

真
に
世
界
の
欲
す
る
存
在
で

一

あ
る
こ
と
を
、
こ
の
時
代
は

-

証
し
て
い
る
の
だ
。

日

... ........輔世占匝咽e・~

DATA: rスヲートセット・リニユウアル」

カバーイラスト/悶鈎武士
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日

剣
の
年
代
と
呼
ば
れ
た
時

一
代
、
ア
ハ
l
ン
西
方
大
陸
は
、

一
歴
史
上
最
も
多
く
の
冒
険
者

た
ち
が
活
躍
し
た
場
所
で
あ

っ
た
。冒

険
者
と
一
口
に
言
っ
て

も
、
そ
の
出
身
や
身
分
は

様
々
で
あ
っ
た
。
そ
の
多
く

は
、
単
に
鍬
を
剣
に
持
ち
替

え
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
逆
を

言
え
ば
一
生
貧
震
で
す
ご
さ

ざ
る
を
え
な
い
人
々
が
、
そ

の
才
覚
の
み
で
名
を
上
げ
る

唯
一
の
芸
段
だ
っ
た
の
だ
。

彼
5
に
と
っ
て
、
究
極
の

目
標
は
操
兵
だ
っ
た
。
操
兵

こ
そ
究
極
の
力
の
象
徴
で
あ

り
、
成
功
へ
の
最
短
の
道
だ

っ
た
か
5
で
あ
る
。

一
方
、
ま
っ
た
く
別
の
目

的
を
も
っ
て
旅
に
出
る
人
間

も
あ
っ
た
。
あ
る
種
の
技
、

こ
と
に
魔
力
を
操
る
練
法
師

ゃ
、
盗
賊
、
密
偵
、
暗
殺
者

忽
ど
、
組
織
を
背
景
に
持
っ

て
い
る
人
々
で
あ
る
。
彼
5

の
旅
は
、
技
の
鍛
練
や
知
識

の
追
求
で
あ
り
、
秘
密
の
任

務
を
負
う
と
と
も
あ
っ
た
。

同
様
に
、
僧
侶
は
、
仕
え

る
神
や
宗
派
の
目
的
の
た
め

に
旅
を
し
た
。

彼
5
の
目
的
は
し
ば
し
ば
・

一
致
し
、
結
果
と
し
て
冒
険

一

者
の
一
団
を
組
む
こ
と
も
少

-

な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

い

DATA: r工クスパンシヨンセット1J 
日oxイラスト/悶筒武士

DATA: rサプリメント1・東函の魔道士J
表紙イラスト/岡崎武士



DATA: rエクスパンシヨンセット3J

BOXイラス ト/悶鈎武士

DATA: r工クスパンションセット2J

BOXイラスト/岡崎武士

DATA: rザブリメント2.R王の復活J
表紙イラスト/岡純武士



剣
の
年
代
、
操
兵
ほ
決
斡

た
め
の
武
具
で
あ
っ
た
。

の
数
は
、
主
西
方
を
合
わ

て
も
数
千
に
満
た
す
Y
狩

機
に
い
た
っ
て
は
さ
5
に

の
数
分
の
一
だ
っ
た
。
そ

れ
ゆ
え
、
操
兵
は
戦
の
巌
後

の
局
面
に
用
い

5
れ
奇
令
騎

士
の
た
め
の
究
極
の
誌
異
で

あ
り
、
そ
の
決
戦
の
箭
伊
人

i
l
 

聞
の
戦
な
ど
、
単
な
を
儀
礼

化
し
た
小
競
り
合
い
に
官
官

な
か
っ
た
。

zR 
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周.園田

川

だ
が
、
黒
の
帝
国
ダ
カ
イ

-
ト
・
ラ
ズ
マ
は
、
と
の
概
念

-

〈
ワ
が
え

一
を
大
き
く
覆
す
存
在
だ
っ
た

0

.
彼
5
と
そ
、
操
兵
戦
を
後
世

の
集
団
戦
へ
と
導
い
た
最
初

の
存
在
で
あ
り
、
操
兵
が
帝

国
を
し
て
西
方
北
部
征
服
の

一
歩
手
前
ま
で
到
達
さ
せ
た

原
動
力
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
代
、
操
兵
製
造
の

秘
法
を
守
る
西
方
工
明
会

は
、
ま
だ
秘
密
の
組
織
で
あ

り
、
西
方
を
陰
で
掌
握
し
て

は
い
た
が
、
国
家
に
表
立
っ

て
干
渉
す
る
よ
う
に
な
る
の

一

は
さ
5
に
数
世
紀
後
の
こ
と

』

に
な
る
。

日

DATA: rスヲートセット・リニユウアルj

カバーイラスト/岡崎武士

DATA: rサプリメントブック1J表紙イラスト/岡簡武士
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長
伝

こ

の

世

界

に

満

ち

る

驚

異

は

、

な

に

も

聖

刻

ば

か

り

で

ぽ

r
h
F

、.。

定

しこ

の

時

代

、

聖

刻

は

世

界

の

秘

密

と

い

う

よ

り

も

、

む

し

ろ

道
具
で
あ
っ
た

。
神
々
の
意
志
、

あ

る

い

は

古

代

の

神

に

等

，
与
し

き

者

ど

も

の

作

り

し

偉

『
一
大

な

る

魔

器

や

神

器

、

外

¥

ー
な

る

世

界

か

5
の

侵

攻

、

ず
多

地

に

す

ま

う

魔

獣

、

神

獣

、AS

た

ち

:・・
:
こ
れ

5
と

i

4

お

な

じ

、

世

界

に

満

偲

ち

溢

れ

る

力

の

一

つ

に

.
居
留

す

ぎ

な

か

っ

た

の

で

あ

4
町
姐

る

。世

界

は

、
そ

れ

5
、
驚

く
べ

き

事

象

に

よ

っ

て

支

配

さ

れ

、

動

い

て

い

た

の

で

あ

る

。

剣

の

年

代

と

は

、
ま

さ

に

こ

れ

5
の

驚

異

が

、
聖

刻

と

と

も

に

世

界

を

支

配

し

て

い

た

時

代

に

ほ

か

な

う

な

い

。

や
が
て
、
神
々
は
去
り

、

数

々

の

驚

異

は

外

な

る

世

界

へ

追

い

や

5
れ

る

こ

と

に

な

る

。

だ

が

、
そ

の

物

語

は

、
い

ま

だ

に

語

う

れ

て
は
い
な
い
・

.1「 88 
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ア
ハ
l
ン
大
陸
西
方
、
あ
る
い

は
単
ーに
西
方
大
陸
と
呼
ば
れ

る
と
の
地
は
、
大
別
し
て
三

つ
の
地
場
か
5
成
り
立
つ
。

一一 一て逗@c"一一一 .

{
西
方
南
部
域
}

西
方
南
部
は
、
こ
の
時
代
、
北
部

に
つ
い
で
文
明
化
・さ
れ
た
地
域
で
あ

った。だ
が
、
そ
の
実
体
は
、
北
部
を

放
逐
さ
れ
た
流
民
た
ち
ゃ
、
土
着
の

未
開
人
た
ち
が
、
北
部
へ
の
劣
等
感

か
5
作
り
上
げ
た
地
域
で
あ
り
、
文

明
国
の
ま
ね
を
し
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
状
態
に
あ
っ
た
。

南
部
は
開
拓
さ
れ
た
年
代
が
比
較

的
新
し
い
た
め
、
人
間
の
手
の
入
っ

て
い
な
い
地
域
が
数
多
く
存
在
す

る
。
こ
の
た
め
、
北
部
に
比
較
す
る

と
、
は
る
か
に
多
く
の
自
然
の
驚
異

が
存
在
す
る
。
通
常
の
巨
獣
の
類

ゃ
、
た
ち
の
悪
い
生
物
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
古
代
に
滅
ん
だ
は
す
の
魔

」

獣
の
類
が
生
存
し
て
い
る
の
は
、
と

の
南
部
に
限
5
れ
て
い
る
。

一
方
、
古
代
に
失
わ
れ
た
遺
産
も
、

と
の
地
域
か
う
数
多
く
発
見
さ
れ
て

い
る
。
+
内
回
目
文
明
の
中
心
は
北
部
よ

り
も
南
部
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
よ

り
強
大
な
存
在
を
隠
し
た
遺
跡
な
ど

が
、
発
見
さ
れ
す
に
残
っ
て
い
る
と

考
え
5
れ
て
い
る
。

f

『

E
凶
司
国
司

d
b
r
u
n
n
v
aゆ
陶
4

F

司

E
4
Z
4
4
aロ
』
凪
』

北
部
は
、
文
明
の
中
心
地
域
で
あ

る
岨
現
在
の
西
方
民
族
の
九
割
以
上

を
占
め
る
ア
ハ
ル
人
は
、
と
の
地
域

か
5
発
生
し
た
と
考
え
5
れ
、
現
在

に
い
た
る
ま
で
十
世
紀
近
く
も
文
明

の
中
心
と
な
っ
て
き
た
。

と
の
地
域
は
、
い
く
つ
か
の
未
知

の
領
域
が
存
在
す
る
も
の
の
、
ほ
ぼ

す
べ
て
の
範
囲
に
人
の
手
が
入
っ
て

い
る
。
未
知
の
古
代
の
遺
跡
は
皆
無

と
言
っ
て
よ
く
、
冒
険
と
発
見
の
舞

台
は
、
す
で
に
南
部
や
西
部
に
移
っ

て
い
る
。

こ
の
也
域
は
ま
た
、
西
方
の
信
仰

の
中
心
地
で
も
あ
る
。
だ
が
、
歳
月

を
経
て
、
権
力
を
得
た
宗
教
の
例
に

も
れ
す
、
宗
派
同
士
の
抗
争
も
た
び

た
び
起
き
て
い
る
。

北
部
の
歴
史
の
中
で
、
も
っ
と
も

悲
惨
な
戦
い
と
な
っ
た
の
は
、
国
家

間
の
領
土
争
い
で
は
な
く
、
信
仰
の

対
立
と
そ
仰
が
5
派
生
す
る
民
族
抗

争
で
あ
っ
た
。
.

特
に
、
か
つ
て
の
聖
拝
戦
争
を
凌

ぎ
、
現
在
進
行
中
の
最
大
の
戦
い
が

〈
ラ
ズ
マ
戦
役
〉
で
あ
る
。
黒
の
帝
国

の
二
つ
名
を
持
つ
辺
境
の
帝
国
〈
ダ

力
イ
ト
・
ラ
ズ
マ
〉
に
よ
る
北
部
地

域
へ
の
侵
攻
は
、
収
拾
の
気
配
も
見

せ
す
、
拡
大
の
様
相
を
呈
し
て
い
る

と
い
う
。

{
西
方
西
部
域
}

西
部
地
域
は
、
不
毛
の
乾
操
地
帯

で
あ
る
。
こ
の
土
地
に
は
、
見
る
べ

き
も
の
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
は
い

が
、
鉱
物
や
鉱
油
な
ど
の
資
源
は
、

ど
の
地
域
よ
り
も
豊
富
に
産
す
る
。

と
れ
5
の
資
源
と
、
北
部
と
南
態
佐

結
ぶ
運
送
業
に
よ
っ
て
、
こ
の
土
地

の
商
人
た
ち
は
莫
大
な
利
益
を
手
中

に
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
土
地
は
南
部
と
北
部
を
へ
だ

て
る
緩
衝
地
帯
で
あ
り
、
西
方
の
均

衡
を
保
つ
重
要
な
役
割
を
果
た
す
地

な
の
だ
。

ゆ回<5""'"四.. 
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西
方
で
は
、
南
部
の
熱
帯
か
う
、

北
部
の
寒
帯
ま
で
、
幅
広
い
気
候
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

南
部
の
熱
帯
に
は
、
フ
ア
イ
ン
ド
や

モ
ル
ア
レ
イ
ド
と
呼
ば
れ
る
大
陸
屈

指
の
大
森
林
が
存
在
す
る
。
特
に
フ

ア
イ
ン
ド
は
中
原
の
大
森
林
と
直
接

つ
な
が
っ
て
お
り
、
東
方
南
部
樹
海

を
し
の
ぐ
大
陸
最
大
の
樹
海
で
あ
る
。

西
部
の
乾
燥
地
帯
は
、
大
半
が
岩

石
砂
漠
で
あ
る
。
砂
醗
砂
漠
は
、
さ

5
に
西
の
ル
|
ハ
ス
海
沿
岸
の
半
島

部
と
、
西
方
中
央
付
近
の
北
部
と
の

境
界
付
近
に
分
布
す
る
。
こ
の
地
域

は
、
ほ
ぼ
完
全
な
不
毛
地
帯
で
、
人

は
住
ま
な
い
。

北
部
は
寒
冷
な
気
候
の
平
野
で
あ

る
。
湿
地
が
多
く
、
森
林
も
見
受
け

，
 

厳
格
な
信
仰
を
要
求
す
る
ペ
ガ
|

、

[西方全国]
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神
廻
ベ
ガ
l
ナ
大
司
教

". 

西
方
の
宗
教
は
、
大
別
す
る
と
二

種
類
の
宗
教
か
5
成
り
立
っ
て
い
る
。

ひ
と
つ
は
、
ペ
ガ

i
ナ
と
呼
ば
れ

る
、
ア
ハ
ル
人
の
信
仰
す
る
西
方
最

大
宗
派
で
あ
る
。
実
際
に
は
ペ
ガ
!

ナ
は
さ

5
に
二
つ
の
勢
力
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
神
聖
派
と
聖
拝
派

で
あ
る
。
こ
の
二
派
は
、
今
他
の
宗
教

に
対
す
る
よ
り
も
、
厳
し
く
互
い
に

対
立
し
あ
っ
て
い
る
。
両
宗
派
の
対

立
は
、
西
方
暦
七
世
紀
の
聖
拝
戦
争

で
、
神
聖
派
が
聖
拝
派
を
追
放
す
る

形
で
一
応
の
決
着
を
見
る
が
、
実
際

に
は
、
北
部
を
神
聖
派
が
、
北
部
地

域
の
西
部
に
あ
た
る
ガ
ウ
ア
ス
諸
国

の
一
部
と
南
部
地
域
を
聖
拝
派
が
支

配
す
る
と
い
う
形
に
変
わ
っ
た
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
乙
の
他
に
も
ベ
ガ
l
ナ
は

多
く
の
山
&
ホ
派
に
分
派
し
て
い
る
。

ベ
ガ
l
ナ
は
、
も
と
も
と
八
柱
の
ベ

ガ
ン
ズ
の
神
々
を
信
伺
す
る
宗
派
だ

っ
た
が
、
神
聖
、
聖
拝
両
派
が
八
柱

神
を
ひ
と
し
く
崇
め
た
の
に
対
し
、

諸
宗
派
の
多
く
は
、
特
定
の
神
に
の

み
重
き
を
お
い
た
も
の
で
、
神
聖
、

聖
拝
両
派
と
も
こ
れ
5
の
諸
派
克
也
激

し
く
弾
圧
し
た
。

ベ
ガ
l
ナ
に
対
す
る
も
う
ひ
吃
つ

の
宗
派
は
、
フ
ェ
ル
ム
人
の
信
仰
す

る
ア
マ
ル
ポ
ス
神
教
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
あ
る
。

5
れ
る
が
、
大
半
が
耕
地
で
あ
る
。

ま
た
、
麓
偏
さ
れ
た
都
市
や
街
道
も

多
く
、
南
部
の
比
で
は
な
い
。

【
富
山

教

の
5
し
い
。
髪
の
毛
や
障
の
色
が
非
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る

、
森
林
も
見
受
け

厳
格
な
信
仰
を
要
求
す
る
ペ
ガ
|

ナ
と
は
異
な
り
、
実
用
的
な
気
質
を

持
つ
フ
ェ
ル
ム
人
た
ち
の
こ
の
宗
教

は、
.か
な
り
ゆ
る
や
か
な
信
仰
が
許

さ
れ
て
い
る
。

ベ
ガ
|
ナ
は
、
諸
派
に
対
し
て
非

常
に
厳
し
い
弾
圧
を
お
こ
な
っ
た
が
、

と
の
ア
マ
ル
ポ
ス
神
教
に
対
し
て

は
、
意
外
に
も
寛
大
な
態
度
を
取
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
フ
ェ
ル
ム
人
が

北
部
の
中
心
地
や
南
部
に
あ
ま
り
勢

力
を
持
っ
て
い
な
い
と
い
う
と
と
と
、

彼
5
が
西
方
経
済
に
お
い
て
す
で
に

欠
く
べ
か
5
ざ
石
存
在
に
成
長
し
て

い
た
た
め
で
あ
る
。
彼
5
の
海
運
業

ル
phgヤ
必

が
滞
れ
ば
、
北
部
の
経
済
は
壊
滅
と

は
い
か
な
い
ま
で
も
、
か
な
り
の
大

打
撃
を
被
る
こ
と
は
明
5
か
で
あ
っ

た
。
さ
し
も
の
二
大
ベ
ガ
|
ナ
も
、

背
に
腹
は
か
え
5
れ
な
か
っ
た
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
他
に
も
、
西
方
に
は
数
多
く

の
宗
教
が
存
在
す
る
。
南
部
グ
リ
ム

氏
族
の
4

一
|
イ
ン
教
、
ラ
ズ
マ
氏
族

の
デ
グ
マ
ト
・
ド
ラ
ゴ
ナ
ス
(
黒
龍

教
)
は
有
名
古
あ
る
。
ま
た
、
東
方

の
宗
教
で
あ
る
聖
刻
教
会
も
、
南
部

の
一
部
に
で
は
あ
る
が
流
布
さ
れ
つ

つ
あ
る
よ
う
だ
。
と
は
い
え
、
全
体

に
比
べ
れ
ば
ご
く
少
数
に
す
ぎ
な
い
。

E 

【
目
的

西
方
は
、
そ
の
人
口
の
九
割
を
ア

バ
ル
人
と
呼
ば
れ
る
民
族
で
占
め

5

れ
て
い
る
。
ア
ハ
ル
人
は
や
や
褐
色

が
か
っ
た
白
色
系
人
種
で
、
多
く
の

民
族
の
混
血
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
も

リ
ッ
シ
ュ

・
マ
ナ
l
高
僧

デ
グ
マ
ト
・
ド
ラ
ゴ
ナ
ス
麗
騒
音

ア
マ
ル
ポ
ス
神
教
僧
侶

'‘ . 

台

の
で
あ
る
。

の
5
し
い
。
髪
の
毛
や
瞳
の
色
が
非

常
に
多
種
多
様
忽
の
が
そ
の
証
拠
だ

ろ
う
。背

も
比
弘
樹
高
く
、
体
格
も
細
く

は
な
い
。
全
体
的
に
生
命
力
に
あ
ふ

れ
た
民
族
で
あ
る
と
言
え
る
だ
芯

『つ。
フ
ェ
ル
ム
民
族
は
、
人
口
の
一
割

弱
を
占
め
る
西
方
第
二
の
民
族
で
あ

る
。
褐
色
の
肌
を
持
ち
、
髪
の
毛
は

黒
色
、
体
格
は
ア
ハ
ル
人
よ
り
も
一

回
り
は
大
き
い
。

彼

5
は
中
原
に
発
生
し
た

5
し

く
、
海
を
渡
っ
た
民
族
叫
、
現
在
の

南
部
沿
岸
の
海
洋
民
と
な
り
、
陸
路

の
民
が
西
部
1
中
央
平
原
の
騎
馬
民

族
と
な
っ
た
と
考
え
5
れ
て
い
る
。

グ
リ
ム
民
族
は
、
南
部
の
土
着
民

族
で
あ
る
。
彼
う
は
ア
ハ
ル
人
に
よ

っ
て
征
服
さ
れ
、
現
在
そ
の
数
を
急

速
に
減
少
さ
せ
つ
つ
あ
る
。
体
格
は

小
柄
で
、
フ
エ
ル
ム
λ
よ
り
薄
い
が
、

ア
ハ
ル
人
よ
り
濃
い
体
色
を
持
ち
、

v
髪
の
毛
や
瞳
の
色
は
漆
黒
で
あ
る
。

南
部
に
は
ア
ハ
ル
人
と
の
混
血
も
多

く
、
純
粋
な
血
統
は
す
た
ね
つ
つ
あ

る
が
、
と
の
民
族
の
血
を
引
く
人
聞

は
、
逆
に
増
加
し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

ラ
ズ
マ
氏
族
は
、
ダ
カ
イ
ト
・
ラ

ズ
マ
に
の
み
存
在
す
る
民
族
で
あ

る
。
彼
5
は
他
民
族
の
弾
圧
と
そ
行

わ
な
い
が
、
極
端
な
純
血
主
義
を
貫

い
て
お
り
、
現
戦
役
で
も
統
治
は
行

う
が
、
征
服
に
あ
り
が
ち
な
蛮
行
は

い
っ
さ
い
禁
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
信

仰
に
関
係
が
あ
る
う
し
い
。
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剣
の
時
代
の
操
兵
}

一一一ーで~---一一一

と
の
時
代
、
操
兵
は
ま
だ
金
銭
で

購
う
こ
と
の
で
き
な
い
非
常
に
貴
重

な
も
の
で
あ
っ
た
。
操
兵
の
製
作
を

一
手
に
握
っ
て
い
る
西
方
工
明
会
は
、

接
触
を
と
る
こ
と
さ
え
二
百
労
で
、

た
と
え
交
渉
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た

と
し
て
も
、
確
実
に
入
手
で
き
る
と

は
か
ぎ

5
な
か
っ
た
。
要
求
さ
れ
た

対
価
の
数
倍
を
用
意
し
た
と
し
て
も

で
あ
る
。

先
に
も
記
し
た
と
お
り
、
対
価
は

金
銭
で
は
な
い
。
特
殊
な
物
晶
や
聖

刻一
泊
そ
の
も
の
、
情
報
な
ど
が
そ
れ

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
操
兵
の
売
り
買
い
は
完

全
な
売
り
手
市
場
な
の
で
あ
る
。

こ
の
時
代
に
お
い
て
も
、
操
兵
の

種
類
に
変
わ
り
は
な
い
。
主
力
と
な

圃・・・・・・・・

!
l
・1

・

，. 

狩
掠
慢
マ
ル
ツ
・
ラ
コ

l
シユ

a帆， 

従
兵
ぬ
ガ
レ

・
メ
ネ
ア
ス

持
猟
臨
時
ゴ
l
ラ
・才
l
ム

4弘、

〆

る
騎
士
の
操
兵
は
狩
猟
機
と
呼
ぱ
ね
、

つ
ね
に
戦
場
の
旗
頭
(
と
く
に
高
位

の
騎
士
に
あ
た
え
5
れ
る
も
の
は
旗

操
兵
と
呼
ば
れ
る
)
と
な
り
、
決
戦

の
場
に
赴
く
機
体
も
こ
れ
で
あ
る
。

従
兵
機
は
、
従
者
の
操
兵
で
あ
る
。

こ
の
操
兵
の
役
割
は
、
基
本
的
に
狩

猟
機
の
補
助
と
、
武
器
な
ど
の
運
送
、

卑
し
む
べ
き
(
こ
れ
が
当
時
の
風
潮

だ
っ
た
)
集
団
戦
を
行
う
こ
と
な
ど

・

で
あ
っ
た
。

集
団
戦
と
言
っ
て
も
、
後
述
す
る

黒
の
帝
国
に
よ
る
非
常
に
進
ん
だ
集

団
戦
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で

あ
る
。
従
兵
機
は
戦
い
が
秩
序
を
失

っ
た
際
の
乱
戦
に
参
加
す
る
、
い
わ

ば
雑
兵
で
あ
り
、
使
う
武
器
も
無
粋

(
と
さ
れ
る
)
竿
状
武
器
や
、
槍
、
長

柄
の
斧
の
類
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
こ
の
時
代
、
ま
だ
従
兵

機
の
力
は
、
狩
猟
機
と
そ
れ
ほ
ど
か

け
離
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
こ
の
止

め
、
い
わ
ゆ
る
騎
士
道
か

5
外
れ
は

す
る
が
、
従
兵
機
が
騎
士
の
狩
猟
機

に
挑
む
と
い
う
こ
と
も
数
多
く
お
こ

な
わ
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
一

騎
討

ち
に
近
い
用
い

5
れ
方
も
し
て
い
た

よ
う
だ
。

剣
の
年
代
に
は
、
後
の
時
代
よ
り

も
か
な
り
多
く
の
稼
動
す
る
古
操
兵

が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
西
方
工
呪
会

の
手
を
経
す
に
操
兵
を
手
に
入
れ
る

数
少
な
い
手
段
は
、
未
知
の
遺
跡
を

発
掘
す
.る
こ
と
だ
と
い
っ
て
も
い
い
。

い
わ
ゆ
る
冒
険
者
が
遺
跡
に
と
だ
わ

る
理
由
も
、
ひ
と
つ
に
は
こ
れ
が
あ

る
。
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建
国
禁
に
歪
む
り
は
恕
レ
c

主
+
ん
と
恕

【
西
方
工
明
会
】

そ
の
呼
称
以
外
、
世
界
の
謎
に
最

も
近
い
存
在
で
あ
る
は
す
の
冒
険
者

た
ち
す
5
詳
細
を
知
5
な
い
謎
の
組

織
、
そ
れ
が
西
方
工
明
会
で
あ
る
。

彼
5
は
西
方
で
の
新
規
の
操
兵
の

製
作
を
完
全
に
独
占
し
て
い
る
。
操
・

兵
鍛
冶
と
し
て
選
ば
れ
た
人
聞
は
、

生
涯
組
織
を
出
る
こ
と
は
な
く
、
そ

の
最
大
の
秘
密
で
あ
る
仮
面
の
製
法

に
関
し
て
は
、
一
国
家
の
諜
報
、
暗

殺
組
織
が
束
に
な
っ
て
も
か
な
わ
な

い
組
織
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
数
世
紀

ひ
と
〈

の
間
れ
完
全
に
秘
匿
さ
れ
つ
づ
け
て

い
る
。

西
方
工
明
会
が
取
り
引
き
を
行
っ

て
い
る
の
は
、
国
家
か
、
そ
れ
に
匹

敵
す
る
組
織
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
個
人

と
の
取
り
引
き
も
例
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
が
、
多
く
は
豪
商
だ
っ
た

り
、
非
常
に
高
名
な
冒
険
者
だ
っ
た

り
と
、
西
方
工
呪
会
に
と
っ
て
な
ん

5
か
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
場
合
で
、

そ
れ
以
外
は
ま
ず
あ
り
え
な
い
と
考

え
て
よ
い
。

西
方
工
閉
会
の
生
産
す
る
操
兵

は
、
基
本
的
に
六
十
四
種
類
の
〈
原

型
機
〉
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
限
5
れ

る
。
外
装
を
交
換
し
て
別
名
を
名
乗

る
操
兵
も
あ
る
が
、
そ
う
し
た
作
業

は
西
方
工
閉
会
に
頼
る
必
要
は
な
い

か
『
で
、
多
く
の
操
兵
は
、
中
身
を

見
れ
ば
原
型
機
そ
の
も
の
で
し
か
な

い
場
合
が
多
い
。

た
だ
し
、
大
国
の
旗
操
兵
に
関
し

て
は
例
外
が
あ
る
。
特
に
北
部
列
強

の
旗
操
兵
は
、
ほ
と
ん
ど
が
特
注
の

狩
猟
回
開
ズ
イ
工
ン

・
マ
ル・

ゾ
l
ラ

渉

狩
郷
健
プ
レ
ン
・
ゴ
ー
ル

狩
制
四
回
目
ズ
ィ
l
ダ
ル
・ハ
l
ク
ス

新
規
作
製
で
あ
り
、
ブ
レ
ン
・
ゴ
ー

ル
や
、
カ
ル
カ
ラ
・
ノ
ー
ト
は
、
事

実
上
西
方
最
強
の
工
院
会
操
兵
と
言

っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
工
限
会
は
ダ
カ
イ
ト
・
ラ

ズ
マ
吋仁
対
し
て
も
、
多
く
の
操
兵
を

引
き
渡
し
て
い
る
。
帝
国
の
ド
ア
l

'一
ア
種
操
兵
は
、
古
操
兵
を
土
台
に
し

た
も
の
と
は
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ほ

ぼ
す
べ
て
西
方
工
明
会
の
実
験
的
な

機
体
で
あ
る
と
考
え

5
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
西
方
工
明
会
は
、

苦
国
の
情
勢
を
利
用
し
て
、
新
鋭
機

の
実
験
を
行
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
じ
っ
さ
い
、
最
近
に
な

っ
士
バ
リ
ア
ン
神
国
に
引
き
渡
さ
れ

た
原
型
機
メ
l
ア
・ソ
i
ド
は
、
告

国
の
旗
操
兵
を
凌
ぐ
能
力
を
も
っ
て

い
る
と
い
う
。
西
方
工
呪
会
は
、
こ

れ
を
も
っ
て
原
型
機
の
あ
る
種
の
完

成
型
と
み
な
し
、
以
降
は
す
べ
て
亡

の
機
体
を
中
心
に
し
た
製
作
を
行
ヲ

と
言
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
従
兵
機
に
も
大
き
な
変
化

が
起
き
て
い
る
。
従
来
、
粗
悪
な
狩

淵
機
と
い
う
位
置
づ
け
だ
っ
た
従
兵
、

機
は
、
集
団
戦
を
実
現
す
る
た
め
の

機
体
へ
と
方
向
転
換
が
図
5
れ
て
い

る
。
個
体
性
能
よ
り
、

量
産
性
や
保

守
性
に
重
き
を
置
い
た
機
種
が
増
え

て
い
る
の
が
、
そ
の
証
明
だ
ろ
う
。

{
帝
国
の
操
兵
}

ダ
カ
イ
ト
・
ラ
ズ
マ
帝
国
は
、
ま

っ
た
く
独
自
の
操
兵
を
用
い
て
い
る

が
、
と
れ
は
彼
5
に
操
兵
の
製
作
能

力
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
工
明
会

9う

川

t
e
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か
5
引
き
渡
さ
れ
た
操
兵
に
独
自
の

改
造
を
く
わ
え
て
い
る
に
す
ぎ
な

，.u 
ド
ア
l
テ
種
と
呼
ば
れ
る
多
岐
に

渡
る
狩
猟
機
群
は
、
基
本
的
に
二
種

類
の
機
体
で
し
か
な
い
。
ギ
・
ド
ア

|
テ
、
そ
し
て
ム
ー
ン
・ド
ア
|
テ

で
あ
る
ガ
ッ
シ
ュ
系
が
そ
の
一
つ
で
、

パ
イ
ン
・
ド
ア
|
テ
、
リ
ラ
|
ナ
・
ド

ア
|
テ
と
呼
ば
れ
る
機
体
が
も
う
一

種
だ
が
、
と
れ

5
は
す
べ
て
ガ
ッ
シ

ュ
系
の
亜
種
で
し
か
な
い
(
パ
イ
ン
・

ド
ア
|
テ
に
り
た
っ
て
は
、
単
に
性

能
に
ぱ

5
っ
き
の
あ
る
ギ
・
ド
万
l

テ
の
装
甲
を
換
装
し
た
も
の
に
す
ぎ

な
い
)
。
こ
れ
は
、
ギ
・
ド
ア
l
テ
の

設
計
が
い
か
に
優
れ
て
い
る
か
を
証

明
す
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。

ギ
・
ド
ア
|
テ
は
、
完
全
に
集
団

で
戦
闘
を
行
う
た
め
め
機
体
で
あ

る
。
当
時
の
操
兵
と
し
て
は
特
筆
す

べ
き
遠
隔
通
信
機
能
を
持
ち
、
制
御

し
や
す
い
性
能
と
、
訓
練
さ
れ
た
騎

士
た
ち
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
戦
闘
に

お
い
て
乱
戦
伝
陥
る
危
険
を
極
力
排

除
し
て
い
る
。
狩
猟
機
に
は
剣
と
い

う
既
成
概
念
を
打
ち
破
り
、
複
数
の

機
体
に
よ
る
密
集
隊
形
を
組
む
こ
と

が
で
き
、
長
柄
の
武
器
(
竿
状
武
器
)

と
大
型
盾
を
基
本
装
備
と
し
た
こ
の

機
体
は
、
北
部
の
騎
士
固
と
@
戦
い

に
お
い
て
、
絶
大
な
威
力
を
発
揮
し

‘

た
。
完
全
に
格
上
で
あ
る
は
す
の
列

強
旗
操
兵
群
が
、
こ
の
能
力
的
に
は

並
で
あ
る
操
兵
に
敗
れ
去
っ
た
の
で

あ
る
。
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狩
猟
臨
時
ギ
ル
ダ
ル
・
ド
ア
l
テ
・
ム
l
ン
ナ
ル

f 

，. 

後
に
、
列
強
は
結
束
し
、
ガ
ウ
ア

ス
諸
国
の
擢
助
の
も
と
に
一
度
は
こ

の
戦
法
を
打
ち
破
る
が
、
数
に
物
を

言
わ
せ
る
帝
国
の
前
に
結
局
は
敗
退

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
(
だ

が、

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
メ
ー
ア
・
ソ

ー
ド
は
、
こ
の
ギ
・
ド
ア
|
テ
の
能

力
を
旗
操
兵
級
の
機
体
に
移
植
し
た

も
の
だ
っ
た
)
。

一
方
、
ム
ー
ン

・
ド
ア

i
テ
は
、

ギ
・
ド
ア
l
テ
の
逆
の
発
想
で
作
5

れ
て
い
る
。
ギ
系
が
性
能
を
意
図
的

に
抑
え
、
戦
力
を
整
え
あ
刀
向
で
製

作
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
ム
ー
ン
は
、

引
き
出
せ
る
性
能
を
最
大
限
引
き
出

し
て
、
非
常
に
高
い
水
準
で
能
力
を

そ
ろ
え
た
の
で
あ
る
。
操
手
に
も
厳

選
さ
れ
た
人
間
の
み
を
用
い
る
こ
と

で
、
非
常
に
高
度
な
集
団
戦
闘
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
少
数
精
鋭

/
 

の
操
兵
集
団
を
目
的
と
し
た
機
体
、

そ
れ
が
ム
!
ン
・ド
ア
l
テ
で
あ
る
。

ム
i
ン
の
恐
る
べ
き
力
は
、
帝
国

の
帝
都
防
衛
戦
で
い
か
ん
な
く
発
揮

さ
れ
た
。
数
百
の
狩
猟
機
、
従
兵
機

が
、
わ
す
か
数
時
間
の
聞
に
た
っ
た

十
二
騎
の
ム
ー
ン
・
ド
ア
|
テ
に
よ

っ
て
敗
走
さ
せ

5
れ
た
の
で
あ
る
。

芯
お
、
ム
ー
ン
は
、
古
操
兵
を
下

敷
き
心
し
た
ギ
系
と
は
ま
っ
た
く
別

種
の
操
兵
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い

る。
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混迷の:時代

DATA:BIl刻iJI伝ラシュ才一ンのlJI( CDシネマ 1

「パリウス起つJCDジャケット/いのまたむつみ
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o
h
r

↓hy
盛
刻
翻
伝
ラ
シ
ユ
オ

l
ン
の
嵐

C
D
シ
ネ
マ
2

「
運
命
の
出
会
い
」

C
Dジ
ャ
ケ
ッ
ト
/
い
の
ま
た
む
つ
み

、，

れ

そ
の
昔
、
ア
ハ

l
ン

大

六

将

・
ラ
シ
ユ
オ

l
ン
」
と

一
陸
の
中
原
東
部
を
統
一
し
呼
ん
だ
。

…
て
い
た
カ
ン
タ
ス
王
朝
。

・
そ
れ
か

5
一二
百
年
の
時

そ
の
カ
ン
タ
ス
の
王
の
元

・
が
流
れ
、
カ
ン
タ
ス
王
朝

に
、
統

一
の
偉
業
を
助
け
の
勢
力
も
衰
え
を
見
せ
始

た
六
人
の

《
将
騎
士
》
が

め

た

。

い
た
。

中
原
は
ア
リ
ア

l
シ
ュ
、

平
和
を
乱
す
者
に
敢
然
ジ
エ
ナ
ス
、
ハ
パ
ラ
、
ブ
ラ

と
戦
い
を
挑
み
、
悪

政

に

ン

ネ

ア

i
ル
、
ゲ
ル
ト
マ

苦
し
む
弱
き
者
、

貧
し

き

ン

ド、

パ
ラ
イ
ア
、
フ
ァ
ノ

者
を
救
っ
た
そ
の

《
将
騎

i
そ
し
て
カ
ン
タ
ス
と
い

士
》
た
ち
を
、
人
は
「
天
覇

う
八
つ
の
国
が
群
雄
割
拠

DATA:IlI11¥1JIIJI伝ラシユオーンの嵐 CDシネマ3

「ユガの野良JCDジャケッ ト/いのまたむつみ

f

i

 

ftr 

~ミt

99 

す
る
混
迷
の
時
代
を
迎
え

て
い
た
。
若
者
た
ち
は
伝

説
の

《
ラ
シ
ユ
オ

l
ン
》
と

な
る
と
と
を
夢
見
、
あ
る

者
は
名
を
成
す
た
め
に
騎

士
と
し
て
固
に
仕
え
、
あ

る
者
は
己
の
野
望
と
夢
を

叶
え
る
た
め
に
砂
塵
の
舞

う
荒
野
へ
旅
立
っ
て
い
っ

た
。

↑
• 
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DATA 盟刻踊伝ラシユ才一ンのlil CDシネマ 4

「閃光の騎燦兵JCDジャケット/いのまたむつみ

伝説の仮面と騎操兵バリウス

リ

カ
ン
タ
ス
膏
五
九
二
存
い

境

rい
騎
操
兵
め
仮
面
が
発
|
|
兵
パ
リ
ウ
ス
と
仮
面
は
そ
れ



DATA 盟刻罰伝ラシユ才一ンの嵐

「才リジナルサウンドトラックj

CDジャケット/いのまたむつみ

:
i
R
 

日

カ
ン
タ
ス
暦
五
九
二
年
、

一
八
国
が
群
雄
割
拠
す
る
中
原

一
の
情
勢
も
、
こ
と
数
年
で
大

き
く
変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
っ

た
。
強
大
な
軍
事
力
を
持
つ

ハ
パ
ラ
の
元
首
モ
ガ
ラ
・
パ

ク
l
シ
が
、
他
国
に
侵
攻
を

開
始
し
た
の
で
あ
る
。

モ
ガ
ラ
は
、
混
迷
す
る
中

原
を
救
う
べ
く
《天
覇
六
将
》

が
ハ
パ
ラ
に
降
臨
す
る
と
い

う
啓
示
を
受
け
た
と
の
大
義

を
掲
げ
て
い
た
。
ハ
パ
ラ
は

ま
す
、
勢
力
の
衰
え
た
か
つ

て
の
盟
主
カ
ン
タ
ス
を
属
国

と
す
る
と
、
そ
の
他
の
国
に

も
圧
力
を
か
け
始
め
た
。

同
じ
頃
、
カ
ン
タ
ス
の
辺

境
で
、
騎
操
兵
の
仮
面
が
発

掘
さ
れ
た
。
通
常
、
騎
操
兵

を
制
御
す
る
た
め
に
仮
面
に

は
六
十
四
個
の
聖
刻
石
が
納

め
5
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ

の
仮
面
に
は
一
際
大
き
な
六

十
五
個
め
の
聖
刻
石
が
納
め

5
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

カ
ン
タ
ス
は
こ
の
仮
面
を

反
ハ
パ
ラ
勢
力
の
中
で
は
最

大
の
力
を
持
つ
ア
リ
ア
|
シ

ユ
に
託
し
、
ハ
パ
ラ
が
企
む

中
原
制
覇
の
野
望
を
阻
止
し

よ
う
と
す
る
。

ア
リ
ア
|
シ
ユ
は
同
盟
国

の
フ
ア
ノ
ー
に
仮
面
を
装
着

す
る
最
新
型
の
騎
操
兵
の
製

作
を
依
頼
、
完
成
し
た
騎
操

兵
パ
リ
ウ
ス
と
仮
面
は
そ
れ

ぞ
れ
フ
ァ
ノ
ー
と
カ
ン
タ
ス

か
う
ア
リ
ア

l
シ
ユ
へ
む
け

て
護
送
さ
れ
る
と
と
と
な
っ

た
。し

か
し
、
と
の
情
報
を
ハ

パ
ラ
が
察
知
し
な
い
は
す
が

な
か
っ
た
。
ハ
パ
ラ
は
こ
の

仮
面
と
騎
操
兵
を
入
手
し
、

な
お
か
つ
反
逆
の
意
を
見
せ

た
ア
リ
ア

l
シ
ュ
と
フ
ァ
ノ

ー
を
一
挙
に
滅
ぼ
そ
う
と
企

む
。中

原
は
今
再
び
、
戦
乱
の

時
代
に
突
入
し
よ
う
と
し
て

い
た

。

↑

・:ita---

，
••.. 

ロh
y

↓b
e
盟
刻
翻
伝
ラ
シ
ユ
オ
l
ン
の
嵐
シ
ン
グ
ル
C
D

C
D
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
/
い
の
ま
た
む
つ
み
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DATA:神盟刻記プリーダーズ・ ワース上

「黄金の神帝国J力パーイラス ト/福地仁

DATA:神湿刻leブリーダーズ・ワース上

「黄金の神帝国Jカパーイラスト/きむらひでふみ

付

そ
れ
は
は
る
か
な
昔
、
今

-は
存
在
し
て
い
な
い
大
陸
リ

一グ
マ
ハ
|
ン
で
の
物
語
。

大
陸
は
神
の
力
を
駆
使
す

る
大
帝
国
に
よ
っ
て
支
配
さ

れ
て
い
た
。
帝
国
の
名
は
ガ

ウ
ロ
ン
ド
ラ
パ
ス
。
大
陸
の

諸
国
を
属
州
と
し
、
武
力
と

圧
政
に
よ
っ
て
民
衆
を
統
べ

る
恐
怖
の
帝
国
で
あ
る
。

一
方
で
、
と
の
帝
国
に
反

旗
を
翻
す
国
も
あ
っ
た
。
古
の

女
神
を
崇
め
る
聖
な
る
国
ワ

l
ス
テ
イ
ル
で
あ
る
。
だ
が
、

帝
国
に
人
質
と
し
て
王
女
を

取
5
れ
て
い
る
ワ
l
ス
テ
イ
ル

は
表
立
っ
た
行
動
が
取
れ
す
、

帝
国
の
圧
政
に
苦
し
む
他
国

の
同
志
と
共
に
地
下
活
動
涯

っ
ーた
竹
帝
国
の
皇
帝
は

反



周回圃聞里固・

圧
政
に
よ
っ
て
民
衆
を
統
べ

帝
国
の
圧
政
に
苦
し
む
他
国

、、、司

の
同
志
と
共
に
地
下
活
動
を

続
け
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

だ
が
、
と
あ
る
因
子
の
介

入
に
よ
っ
て
情
勢
は
一
変
し

た
。

一
匹
狽
の
盗
賊
の
少
年

の
手
に
よ
っ
て
囚
わ
れ
の
王

女
は
解
放
さ
れ
た
の
で
あ

る
。反

帝
国
軍
は
勢
い
づ
き
、

帝
都
へ
と
攻
め
上
っ
て
い

っ
た
。
帝
国
の
皇
帝
は
反

勢
力
を
一
掃
す
る
た
め
に
、

神
話
の
時
代
、
世
界
に
恐
怖

と
破
壊
を
も
た

5
し
た
邪
神

龍
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
す

る
。蛾

烈
を
極
め
た
帝
国
、
反

"

帝
国
軍
の
戦
い
も
終
局
に
近

一

づ
い
て
い
た
。
そ
し
て
つ
い
に

田

は
邪
神
龍
が
復
活
す
る
・
:
。
"

イ込

DATA:神1m刻12プリーダーズ・ ワース 下

「白銀の廻女神Jカバーイラスト/きむらひでふみ

103 



れ・ηヶニ;よふみ J コラ-

神聖刻記ブ!}-ダーズ・ワース

山frttf)tt?Lfグ長L
一-一--ー率一一一-一

神聖刻記ブリーダーズ・ワースは、当初RPGゲーム用とし
て始動した企画である。しかし、小説化にあたり設定やキャ
ラクターなど様々な面で大幅な変更が加え5れている。ここ
に掲載されているデザインはゲーム企画時に上1:f5れたもの
である。
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